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概要図（位置図）

その他の効果等

・災害時の防災拠点としての機能・耐震安全性を確保する

その他

・既存庁舎の耐震化

・既存庁舎の老朽、一部狭あい

妥当性の主な根拠
・都市計画･土地利用計画等に積極的に貢献

基準年度 平成１８年度

B:総便益(億円) 215 C:総費用(億円) 181 B/C 1.2 B-C 35 9.3

便益の主な根拠

・建物性能の向上による

・各入居予定官署の既存庁舎は、経年による老朽化が著しく、一部官署は業務量の増大により狭あい

が生じているため、入居予定官署から早急な合同庁舎整備の要望がある
・県や市が推進している駅周辺地域整備計画において、景観形成の先導的役割を果たす施設である

新規事業採択時評価

・環境配慮型官庁施設（グリーン庁舎）として合同庁舎を整備することにより、地球温暖化防止対策

の推進に寄与する
・市内に分散している官署を集約・立体化し、合同庁舎として整備することにより、利用者の利便性

や、公務の能力増進を図る

約145

目的・必要性

・入居予定官署は経年による老朽化及び、狭あい化が進み業務に支障を生じており、耐震安全性が確

保されていない

評点 126点

緊急性の主な根拠

評点 121点

次ページ参照

事業名(箇所名) 熊本地方合同庁舎
担当課 計画課

九州地方整備局
担当課長名 澤木　英二

熊本市春日２－１０－５５１外

事業諸元
構造：Ｓ－１２－１外

規模：５２,５０６㎡

事業採択 平成１９年度 完了 平成２２年度



施設名：熊本地方合同庁舎 事業場所：熊本県熊本市春日２－１０－５５１外

案内図

熊本地方合同庁舎建設予定地

ＪＲ熊本駅


